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 【 協議事項 】 

 

第１号議案 令和３年度長野県農業再生協議会事業報告（案）について 

 

第２号議案 令和３年度長野県農業再生協議会決算報告（案）について 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    
 
 

 



令和３年度 長野県農業再生協議会 事業報告(案) 

 

１ 事業概要 

国は、農林水産業を成長産業にするため、攻めの農業を展開する基盤づくりと担い手への農

地集積・集約化、農林水産物・食品の高付加価値化を推進するとともに、水田のフル活用や経

営所得安定対策を着実に実施することとした。また、美しく伝統ある農山漁村を次世代に継承

するため、良好な景観を形成している農村が、構造改革が進む中でも多面的機能を維持・発揮

できるようにする取組を進めている。 

本県では、平成30年度からスタートした「第３期長野県食と農業農村振興計画」において、

次代の長野県農業・農村を担う者に、農地や技術、郷土食、農村文化、農村景観などを確実に

“つなぐ”とともに、農業・農村の魅力を向上するため、「次代へつなぐ信州農業」、「消費者

とつながる信州の食」、「人と人がつながる信州の農村」の３本柱で政策を展開することとして

いる。 

これらの状況を踏まえ、当協議会においては、国や県の施策を積極的に活用して、主食用米

の適正生産や水田農業の体質強化をはじめ、中核的経営者の育成や農地の集積・集約化の推進、

耕作放棄地の再生活用等による地域農業の構造改革を図るとともに、中山間地の農業・農村振

興に向け、関係者が一丸となって取組んできた。 

 

期日 会場 協議事項等 

令和３年６月 書面開催 

・役員の選任について 

・令和２年度 事業報告について 

・令和２年度 収支決算報告について 

令和４年３月 書面開催 

・令和３年度 事業の実施状況について 

・令和４年度 長野県農業再生協議会事業計画について 

・令和４年度 長野県農業再生協議会収支予算について 

・令和４年度 担い手・農地部会の借入金の最高限度額及

び借入先について 

 

 

 

 

 

第１号議案 



 

 

２ 米・戦略作物部会 

 

１ 米・戦略作物部会の開催状況 

期日 会場 協議事項等 

令和３年６月 書面開催 

・役員の選任について 

・令和２年度 事業報告について 

・令和２年度 収支決算報告について 

令和３年 12月 13 日（火） 
ＪＡ長野県ビル 

12C 会議室 

・令和３年産米の生産調整の実施状況について 

・令和４年度の米政策の推進について 

・主食用米の需要に応じた適正生産及び水田フル活用の推

進について 

・令和４年産主食用米の生産数量目安値の提示について 

等 

 

２ 経営所得安定対策及び米政策等の推進 

（１）水田農業経営等に係る研修会等の開催 

会議等名称 期日 会場 協議事項等 

米政策に係る市町村・ 

ＪＡ等担当者会議 

令和３年 

９月 21 日 

ZOOM によるオンラ

イン開催 

（ＪＡ長野県ビル

12Ｂ会議室 等） 

・需要に応じた主食用米の適正生産につい

て 

・水田農業の体質強化の取組について 

・生産数量目安値の算定ルールについて 

等 

令和４年産需要に応

じた水田活用に関す

る意見交換（北信ブロ

ック） 

令和３年 

11 月８日 

ＪＡ長野県ビル 12

Ｂ会議室 

・全国及び長野県の米穀情勢について 

・令和４年産主食用米の生産数量目安値の

検討について 

・各地域での対応について 等 

令和４年産需要に応

じた水田活用に関す

る意見交換（中信ブロ

ック） 

令和３年 

11 月９日 
県松本合同庁舎講堂 

令和４年産需要に応

じた水田活用に関す

る意見交換（東信ブロ

ック） 

令和３年 

11 月９日 

ＪＡ東信会館 401・

402 

令和４年産需要に応

じた水田活用に関す

る意見交換（南信ブロ

ック） 

令和３年 

11 月 11 日 

ＪＡ南信会館３階会

議室 

米政策推進会議 
令和３年 

12 月 13 日 

ZOOM によるオンラ

イン開催 

(ＪＡ長野県ビル 

12C 会議室 等） 

・令和３年産米の生産調整の実施状況につ

いて 

・令和４年度の米政策の推進について 

・主食用米の需要に応じた適正生産及び水

田フル活用の推進について 

・令和４年産主食用米の生産数量目安値の

提示について 等 

令和４年水田農業経

営所得安定対策等推

進研修会 

令和４年 

１月 31 日 

ZOOM によるオンラ

イン開催 

(ＪＡ長野県ビル 

12Ｂ会議室） 

・令和４年度の米政策の推進について 

・令和４年度水田活用の直接支払交付金等

の活用について 

 

 

 

 



 

 

 

（２）経営所得安定対策推進パンフレット等の作成 

パンフレット等名称 作成部数 

飼料用米推進チラシ 11,900 部 

経営所得安定対策と米政策 5,010 部 

米政策に係る生産者向け啓発チラシ 176,300 部 

水田農業支援推進、プラスチック流亡防止チラシ 113,900 部 

 
３ 令和３年産経営所得安定対策等の加入状況について 

※数値は申請時点（R3：R3.11 月農林水産省公表 R2：R2.10 月農林水産省公表） 

 

（１）交付金別作付申請面積                             

区 分 
水田活用の直接支払交付金 

(戦略作物助成) 
畑作物の直接支払交付金 

R３年度 4,619ha 8,163ha 

R２年度 4,470ha 8,035ha 

比 較 149ha 128ha 

 
（２）水田活用の直接支払交付金の作物別作付申請面積                   (単位：ha) 

区分 麦 大豆 
飼料 

作物 

WCS 

用稲 

米粉 

用米 

飼料 

用米 

加工 

用米 
そば なたね 

新市場 

開拓用米 

R３年度 2,359 532 518 215 18 362 615 2,211 - (※)27 

R２年度 2,332 509 513 204 22 227 663 2,216 0 114 

比 較 27 23 ５ 11 �４ 135 ▲48 �５ - ▲87 

(※)新市場開拓用米全体の取組面積は 158ha で前年＋44ha だが、うち 131ha が水田リノベーション事業

の対象面積であるため、本交付金の対象面積は 27ha のみ 

 

（３）畑作物の直接支払交付金の作物別作付申請面積               (単位：ha)  

区分 麦 大豆 そば なたね 

R３年度 2,619 1,612 3,918 14 

R２年度 2,551 1,483 3,990 11 

比 較 68 129 �72 ３ 

 

（４）収入減少影響緩和交付金の申請状況                  (単位：件、ha) 

 

件数 
申請面積 

計 米 麦 大豆 

R３年度 971 10,708 8,045 1,655 1,008 

R２年度 1,083 11,972 9,074 1,900 999 

比 較 �112 �1,264    

 

 



 

 

４ 水田リノベーション事業の実績について 

区分 新市場開拓用米 麦 高収益作物 地域推進事務費 県推進事務費 

協議会数 16 1 4 11 1 

交付決定額 

（千円） 
52,592 3,056 2,712 418 150 

事業実績 

（千円） 
52,592 3,056 2,608 416 150 

取組面積 

（ha） 

 

131.4 7.6 15.7   

 



（参考）令和３年産主食用米の需給調整の実施状況 

 

 

１ 令和３年産主食用米の需給調整の実施状況について 

（１）県全体の状況 

各地域の農業再生協議会集計では、主食用米の作付目安面積 30,137ha に対し、

作付実績は 29,965ha（前年比 368ha 減）と、目安値より 172ha の深掘りとなり、

生産数量目安値内での生産となった。 

   主な要因は、飼料用米及び新市場開拓用米の拡大による。 

（単位：ha） 

区 分 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

生産数量目安値（①） 30,899 30,574 30,651 31,256 30,831 30,137 

作付実績（②） 31,353 30,999 31,003 30,634 30,333 29,965 

作付ｵｰﾊﾞｰ面積（②-①）  454 425 352 ▲622 ▲498 ▲172 

作付削減面積（②の前年差） － ▲354 4 ▲360 ▲301 ▲368 
 
注）作付オーバー面積は、Ｈ30 までは過剰作付面積 

H29⇒H30 は全国の適正生産を据え置いたため目安値も据え置いた 

 

（２）地域の状況 

地域による作付け誘導の他、地域間調整への積極的な協力により、77 地域協議

会のうち、75 地域協議会において目安値内での生産となったが、２地域協議会(佐

久市、立科町)では作付オーバーとなった。なお、作付オーバー協議会においても、

飼料用米の大幅増等の一定の取組が見られた。 

＜令和３年産の地区別の実施状況＞ 

地 域 

振興局 

主食用等米の 

生産数量目安値 

①（ﾄﾝ） 

地域間調整後 

作付目安面積 

②（ha） 

作付実施面積 

 

③（ha） 

作付オーバー 

④＝③－② 

（ha） 

作付 

オーバー率 

④／② (%) 

佐 久 23,214 3,659 3,966 307 8.4 

上 田 15,467 2,621 2,523 ▲ 97 ▲3.7 

諏 訪 12,698 1,933 1,905 ▲ 29 ▲1.5 

上伊那 27,707 4,380 4,367 ▲ 11 ▲0.3 

南信州 10,959 1,673 1,617 ▲ 56 ▲3.3 

木 曽 1,837 305 287 ▲ 18 ▲5.9 

松 本 42,971 6,672 6,540 ▲120 ▲1.8 

北ｱﾙﾌﾟｽ 19,194 3,187 3,170 ▲ 17 ▲0.5 

長 野 18,854 3,239 3,168 ▲67 ▲2.1 

北 信 13,714 2,468 2,424 ▲ 43 ▲1.7 

県 計 186,615 30,137 29,965 ▲172 ▲0.6 
注）１ 作付オーバー④は、②、③の面積の四捨五入の関係で一致しない 

２ 県計は、四捨五入の関係で地域振興局の合計と一致しない 



 

２ 令和３年産用途限定米穀の実施状況について 

主食用米の外数として扱える用途限定米穀（加工用米、新規需要米、備蓄米）

については、加工用米及び米粉用米がコロナ禍の影響等による需要現状により取

組が低下したものの、飼料用米及び新市場開拓用米が増加したことなどにより、

全体として前年より 145ha の増加となった。 

(備蓄米の増加は、基準単収の違いによるものであり、取組数量は前年並み) 

 
       （単位 ha） 

年 産 加工用米 
新規需要米 

備蓄米 合 計 
米粉用米 飼料用米 ＷＣＳ 新市場開拓 

（輸出） 

Ｒ３年産① 615.2 17.6 361.8 215.1 158.2 233.2 1,607.4 

Ｒ２年産② 663.2 21.5 227.8 204.2 114.2 224.0 1,462.0 

増減 ①-② ▲ 48.0 ▲ 3.9 134.0 10.2 44.0 9.2 145.4 

   注１）四捨五入の関係で増減値は一致しない。 

 

 



３ 担い手・農地部会事業報告 

 
１  人・農地プランの推進 
（１）人・農地プランの作成・見直し・実践への支援 
  ア 人･農地プランの実質化推進研修会の開催 

期 日 会 場 参加人員 内 容 ・ 講 師 等 

令和3年 

7月13日 
WEB開催 182人 

１ 研 修 
○人・農地プランの実現に向けた取組について 
 ・関東農政局担い手育成課長 北川 愛二郎 氏 
○長野県における人・農地プランの推進について 
 ・長野県農政部農村振興課  

２ 事例報告 
 ○人・農地プランの実践に向けた取組事例について  
  ・長野県農業会議 農政・農地部  
 ○果樹園の計画的な継承「地域リレー方式」の推進 
  ・佐賀県伊万里市 農業振興課  松岡 洋 氏  
○人・農地プランの実質化について 

  ・長野県阿南町 振興課  吉川 源 氏 

  イ 地区別検討会の実施 
令和3年9月3日：木曽、長野 

       〃   9月6日：佐久、上伊那 
        〃  9月8日：松本、北信、南信州 
       〃  9月9日：上田、北アルプス、諏訪 

（２）優良事例紹介、情報共有・連携強化 
ア 「担い手・農地だより」発行（2回：8・2月） 
  〇第36 号：8月31日、第37 号：2月28日、各6,600部配布 

区分 認定農業者 農業経営セミナー 視 点 

36号 
萬華園 森谷 芳弘 

（飯島町） 
農業経営における軽減税率と適格請
求書等保存方式(ｲﾝﾎﾞｲｽ制度)の影響 

(農業技術課専門技術員) 

農政をめぐる情勢と話題 
（蔦谷 栄一） 

37号 
㈱ﾌｧｰﾑ春風 春原 剣

（上田市） 

イ 「農業構造政策推進資料」発刊    3月 

ウ ホームページを活用した情報発信   通年 

２ 中核的経営体等の確保・育成及び経営力向上支援 

（１）農業経営相談所の運営 

ア 経営戦略会議の開催及び運営（事前打合せ） 

期 日 内 容 出席者 経営戦略決定 
(メール会議) 

備 考 

令和 3年 4月 19日 経営戦略検討：3件 4名 令和 3年 4月 20日 
・個人(安曇野市) 
・個人(飯島町) 
・法人(伊那市) 

〃  5月 13日 経営戦略検討：1件 〃 〃  5月 17日 ・法人(白馬村) 

〃  5月 27日 経営戦略検討：1件 〃 〃  5月 28日 ・法人(安曇野市) 

〃   6月 7日 経営戦略検討：1件 〃 〃   6月 9日 ・個人(茅野市) 

〃   7月 21日 経営戦略検討：2件 〃 〃  7月 28日 
・個人(安曇野市) 
・法人(安曇野市) 

〃   8月 4日 経営戦略検討：1件 〃 〃  8月 11日 ・法人(安曇野市) 

〃   9月 7日 経営戦略検討：1件 
経営戦略見直：1件 〃 〃  9月 10日 ・法人(安曇野市) 

・個人(飯島町) 

〃  9月 27日 経営戦略検討：2件 〃 〃  9月 30日 ・個人(千曲市) 
・個人(飯綱町) 

〃  10月 15日 経営戦略検討：1件 〃 〃  10月 21日 ・法人(中野市) 

〃  11月 29日 経営戦略検討：3件 〃 〃  12月 3日 
・個人(伊那市） 
・個人(御代田町） 
・法人(上田市) 

令和 4年 3月 7日 経営戦略検討：1件 〃 令和 4年 3月 9日 ・個人(茅野市) 

〃  3月 18日 事業実施状況等 12名   



イ 専門家等を含む支援チームの派遣 
実施場所 期 日 派 遣 内 容 派遣専門家 

佐久 

南牧村 
(個人) 

令和3年4月19日 事業継承の指導 佐藤 方之(税理士) 
令和4年1 月 6日 労務管理の指導 山本 亨(社会保険労務士) 

御代田町 
（個人） 

令和3年9月22日 事前経営診断の実施 美斉津 晃(中小企業診断士) 

令和4年 2月 1日 経営計画の策定指導 吉川 順子(税理士) 

上田 

東御市 
(個人) 

令和3年6月16日 事前経営診断の実施 美斉津 晃 

上田市 
(法人) 

〃 12月15日 就業規則則の策定指導 福島 公夫(社会保険労務士) 

諏訪 
茅野市 
(個人) 

令和4年1月11日 事前経営診断の実施 柳澤 智生(中小企業診断士) 

上伊那 

飯島町 
(個人) 

令和3年 5月 6日 
法人化の検討 林 明彦(税理士) 

〃   7月8日 

  〃 11月29日 労務管理の指導 福島 邦子(社会保険労務士) 

箕輪町 
(個人) 

 〃 11月16日 事前経営診断の実施 飯森 紀元(中小企業診断士) 

令和4年 3月 7日 法人化の検討 浦野 正樹(税理士) 
伊那市 
（個人） 

〃 3月10日 事前経営診断の実施 飯森 紀元 

南信州     

木曽 
木祖村 
(個人) 

令和3年 4月27日 
雇用労働力の確保 
及び法人化の検討 

山本 亨 

松本 

松本市 
（個人） 

〃 4月26日 法人化の検討 飯森 紀元 

〃  8月5日 労務管理の指導 福島 邦子 

〃 11月11日 税務管理の指導 大久保 荘司(税理士) 
令和4年 3月10日 人材育成方法の支援 吉見 雅史(農業法人協会) 

安曇野市 
(法人) 

令和3年 4月20日 
経営計画の策定支援 

羽場 権二(経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ) 

〃 7月15日 藤巻 雄司(中小企業診断士) 
安曇野市 
(法人) 

〃 4月15日 事前経営診断の実施 飯森 紀元 
〃 6月28日 事業継承の指導 大久保 荘司 

安曇野市 
(法人) 

〃 6月25日 事前経営診断の実施 飯森 紀元 
令和4年 1月28日 

労務管理の指導 福島 公夫 
〃 2月25日 

安曇野市 
（法人） 

令和3年 6月17日 事前経営診断の実施 飯森 紀元 
〃 11月 2日 

経営計画の策定支援 羽場 権二 
〃 11月24日 

安曇野市 
（個人） 

〃 6月16日 事前経営診断の実施 飯森 紀元 

安曇野市 
（法人） 

〃 6月16日 事前経営診断の実施 飯森 紀元 
〃 11月30日 経営課題の改善指導 羽場 権二 

松本市 
（法人） 

〃 6月16日 
労務管理の指導 山本 亨 〃 7月21日 

〃 7月29日 
安曇野市 
(法人) 

〃   7月 7日 労務管理の指導 田中 浩二(農業法人協会) 

塩尻市 
(個人) 

令和4年 3月 8日 事前経営診断の実施 飯森 紀元 

北ｱﾙﾌﾟｽ 
白馬村 
(個人) 

令和3年7月13日 経営改善の指導 柳澤 智生 

長野 

長野市 
(法人) 

〃 4月22日 労務管理の指導 福島 公夫 

〃 4月23日 法人化の検討 藤巻 雄司 

〃 9月30日 
労務管理の指導 福島 公夫 

〃 10月14日 
千曲市 
(個人) 

〃 4月23日 事前経営診断の実施 藤巻 雄司 

飯綱町 
(個人) 

〃 8月17日 事前経営診断の実施 藤巻 雄司 

北信 

中野市 
（個人） 

〃 4月30日 法人化の検討 藤巻 雄司 

中野市 
(法人) 

〃 7月20日 事前経営診断の実施 藤巻 雄司 



（３）雇用人材の確保支援 

 農福連携推進研修会の開催(障がい者雇用の推進)   

期 日 会 場 参加人員 内 容 ・ 講 師 等 

令和3年 

12月17日 
WEB開催 138人 

１ 研 修 
〇長野県における農福連携の取組と課題について 

  ・長野県健康福祉部障がい者支援課 
  ・長野県農政部農村振興課 
 〇長野県における農福連携にかかる今後の取組について 
  ・長野県農政部農村振興課 
 〇長野県セルプ協議会のノウフク連携事業について 

・長野県セルプセンター協議会 
２ 事例報告 
〇ネギ選荷施設における障害者就労について  
・JA佐久浅間 さく北部営農センター長 小林 靖 氏 

 〇山あい地域の農協共同利用施設の農福連携 
・JA松本ハイランド 明科支所営農生活課長 小原 太郎 氏 

 〇農福連携と行政の役割 
・信濃町役場 産業観光課主幹 川口 彰 氏 

 
（４）女性農業者活動支援事業の実施 

   農業女子経営力アップ支援事業 

事業実施グループ数 事業費 助成額 事業内容 
12グループﾟ 

･まめじょ部(上田市)、岡谷豆部（岡谷市）、ゆるっと加工ﾏﾙｼｪ部（伊那市）、

南信州hatake*girls（阿智村）、下條農業女子まんま（下条村）、おおしかも

のがたり（大鹿村）、まつもと農業女子くらら研修事業部（松本市）、おおまち

食と農と暮らし研究会（大町市）、県内６次産業化開発ﾁｰﾑ（池田町）、Herb Land

（小谷村）、七二会ｽﾏｲﾙ倶楽部（長野市）、Sunny&Smile、（中野市）、 

864,482円 702,304円 

マルシェ活動 

及び 

勉強会活動 等 

 
３  農地の有効活用の推進 

 (１) 中核的経営体への農地の集積・集約化支援 

   農地流動化検討会の開催 

期日 場所 検討内容 

令和3年 6月16日 JAビル 13階打合せ室 
・人・農地プランの推進状況について 
・人・農地プランの実践に向けた推進体制について 
・当面の事業計画について 

令和3年 9月16日     〃 
・人・農地プランの推進状況について 
・当面の事業計画について 
・その他 

令和3年12月23日     〃 

・人・農地プランの推進状況について 
・令和4年度国の予算概算決定内容について 
・当面の事業計画について 
・その他 

 

（２）遊休農地の発生防止及び再生・活用支援 
 
ア 遊休農地解消月間の設定     ８月 
 
イ 農地利用の最適化推進研修会の開催 

期 日 会 場 参加人員 内 容 ・ 講 師 等 

令和4年 

2月8日 
WEB開催 108人 

１ 内 容 
〇次期長野県食と農業農村振興計画(案)について 

  ・長野県農政部農村振興課 
 〇講 演 

「企業の農業参入について」 
・イオンアグリ創造㈱ 代表取締役社長 福永 庸明 氏 

 〇企業参入の誘致方針、スキーム等（案）について 
・長野県農政部農村振興課 

２ 意見交換 
 



４ 収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）の農業者積立金の管理 

  水田経営所得安定対策の収入減少影響緩和交付金の農業者積立金を関東農政局長野県拠点の指示を受け 

て管理した。 

・期首残高(令和3年4月1日)                  

  ・2年産積立金返納額   1,563件            

  ・3年産積立金納入額    957件           

  ・期末残高(令和4年3月31日)         

 

５ 会議等の開催 

（１）総 会 

期 日 会  場 協 議 事 項 等 

令和3年6月24日 書面決議 ・令和2年度事業報告、収支決算報告について 

令和4年3月30日   〃 ・令和4年度事業計画、収支予算について 
 

（２）担い手・農地部会 

期 日 会  場 協 議 事 項 等 

 令和3年 

5月24日 
JAビル 4B会議室 

・総会提出議案（令和2年度事業報告、収支決算報告）について 
・当面の事業推進について 

令和4年 

3月14日 
書面決議 

・令和4年度事業推進方針 
・総会提出議案（令和4年度事業計画、収支予算）について 
・当面の事業推進について 

 
（３）事務局員会議 

期 日 会  場 協 議 事 項 等 

令和3年 4月27日 JAビル 13階打合せ室 
・令和3年度事業計画 
・総会提出議案（令和2年度事業実績、収支決算） 

《再掲》 

令和3年 6月16日 
JAビル 13階打合せ室 

・人・農地プランの推進状況について 
・人・農地プランの実践に向けた推進体制について 
・令和3年度上半期事業計画について 

《再掲》 

令和3年 9月16日 
JAビル 13階打合せ室 

・人・農地プランの実質化の推進状況について 
・令和3度下半期事業計画について 
・その他 

《再掲》 

令和3年12月23日 
JAビル 13階打合せ室 

・人・農地プランの推進状況について 
・令和4年度国の予算概算決定内容について 
・当面の事業計画について 
・その他 

令和4年 2月17日 JAビル4A会議室 
・令和4度活動方針 
・部会提出議案（令和4年度事業計画、収支予算） 

 
（４）監 査 

期 日 会  場 協 議 事 項 等 

令和3年 5月12日 JAビル 13階打合せ室 ・内部監査（令和2年度下半期業務及び会計処理状況） 

令和3年 5月17日 JAビル  4A会議室 ・本監査（令和2年度業務及び会計処理状況） 

令和3年10月16日 JAビル 13階打合せ室 ・内部監査（令和3年度上半期業務及び会計処理状況） 

 

 

 

 

 

525,679,675円 

  341,419,776円 

  289,164,076円 

  473,423,975円 



４ 中山間地農業振興部会 

 

１ 市町村の将来ビジョンに関する支援関係 

実 施 項 目 実施時期 実施場所等 

（１）令和３年度ビジョンの策定支援 
令和３年 

３月26日認定 

72市町村（中山間地のない小布施町、原

村、南箕輪村、山形村、松川村を除く） 

（２）令和４年度ビジョンの策定支援 
令和４年 

３月15日認定 

72市町村（中山間地のない小布施町、原

村、南箕輪村、山形村、松川村を除く） 

 

２ 地域別農業振興計画に関する支援関係 

実 施 項 目 実施時期 実施場所等 

（１）令和３年度計画の策定支援 
令和３年 

３月26日認定 
10地区（全地域振興局、対象77市町村） 

（２）令和４年度計画の策定支援 
令和４年 

３月15日認定 

10地区（全地域振興局、対象77市町村） 

※農林水産省電子申請サービス(eMAFF)

による電子申請により実施 

 

３ 地域課題に対する横断的な検討関係 

実 施 項 目 実施時期 実施内容 

中山間地における 

地域運営組織の検討 
11月～３月 

・地域運営組織の事例調査の実施 

・農村型地域運営組織(農村ＲＭＯ)形成

推進事業予算説明会の開催 

 

４ 中山間地農業ルネッサンス推進事業に関する支援関係 

実 施 項 目 実施時期 実施内容、事業等 

（１）伊那市推進事業 ６～３月 

・市内農業公園における中期計画に基づ

くイベント等の実施 

・在来種そば、とうがらしの加工品開発 

・伊那産そば「プレミアム栽培指針」策定 

（２）飯島町推進事業 ６～３月 
・ミヤマシジミ保全による環境共生農業

推進研修会やＰＲ活動 



 
ウ 経営相談会の開催（農業農村支援センター開催） 

地  区 期 日 参加者 派遣専門家 内  容 

松 本 令和4年2月10日 10名 
神谷 正紀 消費税のインボイス制度 

福島 邦子 労務管理と社会保険制度 

北アルプス 令和4年2月22日  9名 山本 裕之 雇用の確保と人材育成 

     
  エ 就農相談会（長野県農業法人等就業フェア）の開催（令和4年1月16日） ← 中 止 

 
オ 信州農業MBA研修の開催（11月～8回） ← 中 止 
 

カ 農業経営法人化支援事業  1団体（㈱悠久の里） 
 

（２）地域の実情に沿った経営体の育成支援 

ア 集落営農経営発展支援研修会の開催（法人化促進、経営安定対策等） 

期 日 会 場 参加人員 内 容 ・ 講 師 等 

令和3年 

11月26日 
WEB開催 115人 

１ 研 修 

 〇集落営農組織の現状と課題について 

・長野県農政部農村振興課 

 〇集落営農組織による高収益作物導入の考え方について 

  ・長野県農政部園芸畜産課 

 〇消費税、インボイス制度の概要について 

  ・税理士法人 さくら中央会計 代表社員 神谷 正紀 氏 

 〇収入保険制度について 

  ・長野県農業共済組合 

２ 事例報告 

〇集落営農組織における後継者確保について 

・(有)ライスファーム野口 代表取締役 福嶋 俊氏 

〇中山間・混住化地域で小規模零細農家が農業と農地を 

守る取組について 

・（株）北の原ファーム 取締役会長 小原 恒敏 氏 
 
イ 農業経営管理能力向上セミナーの開催（財務・税務、労務管理等） 

回・期 日 参加者 研 修 内 容 ・ 講  師 等 

第1回 

令和3年 

12月 9日 

43人 

「農業の法人化」 

講師： 高橋 達男 氏（長野県農業技術課 副主任専門技術員） 

「農業法人の税務」 

講師：税理士法人さくら中央会計 

  代表社員 神谷 正紀 氏（税理士） 

第2回 

令和4年 

   1月13日 

*講義の様子を

DVDで配布 

38人 

「農業経営の労務管理と社会保険制度」 

講師：社会保険労務士法人アンカー 

代表社員  山本 亨 氏（特定社会保険労務士） 

「経営計画」 

講師：(株)百一姓 

代表取締役社長 羽場 権二 氏（上級農業経営アドバイザー）  

 

 

 

 



（３）宮田村推進事業 ６～３月 

・水田基盤情報（画像、面積、畦畔率、勾

配等）の整備と活用方法の検討 

・半自動草刈り機導入、作業比較、分析に

よる畦畔管理省力化に向けた実証 

※信州大学と共同研究 

（４）飯山市推進事業 ６～３月 

・棚田の石垣修繕講座、地域課題トークセ

ッションやワークショップの開催 

・オヤマボクチの栽培、加工マニュアルの

作成 

・Ｗｅｂ動画コンテンツの作成と広報 

（５）長野県推進事業 ５～３月 

〇上田地域 

・はなまめ栽培方法の試験調査、商品化検

討会の開催 

 

〇南信州地域 

・県オリジナル夏秋いちご「サマーリリカ

ル（長・野53号）」適応性評価、巡回指

導会の開催、芽数整理試験ほ場の設置 

 

〇木曽地域 

・えごま栽培展示ほ場の設置、研修会の開

催、マーケット調査の実施 

 

〇北信地域 

・白ねぎ栽培技術研修会の開催、肥効調整

型肥料実証ほ場、農薬試験ほ場の設置 

 



第２号議案

収入総額 17,122,235 円
支出総額 17,065,190 円
差引残額 57,045 円（令和４年度へ繰越）

１　収入の部

令和３年度
決算額

令和３年度
予算額

増減 備考

16,346,016 22,375,000 △ 6,028,984

429,772 636,000 △ 206,228

346,447 300,000 46,447

17,122,235 23,311,000 △ 6,188,765

２　支出の部

令和３年度
決算額

令和３年度
予算額

増減 備考

3,369,402 3,830,000 △ 460,598

13,695,788 19,481,000 △ 5,785,212

17,065,190 23,311,000 △ 6,245,810

（単位：円）

令和３年度　収支決算書（案）

（単位：円）

科目

収入計

繰越金

委託金

補助金

自　令和３年４月 １日
至　令和４年３月 31日

米・戦略作物部会

担い手・農地部会

※　各部会会計(案）の詳細は、別紙のとおり

科目

支出計



（米・戦略作物部会）

収入総額 3,426,447 円

支出総額 3,369,402 円

差引残額 57,045 円（令和４年度へ繰越）

１　収入の部

令和３年度
決算額

令和３年度
予算額

増減 備考

3,080,000 3,530,000 △ 450,000

令和３年度
経営所得安定対策推進事業補助金 3,080,000 3,530,000 △ 450,000

繰越金 346,447 300,000 46,447

令和２年度
経営所得安定対策推進事業の額の確
定に伴う返還金

346,447 300,000 46,447

3,426,447 3,830,000 △ 403,553

２　支出の部

令和３年度
決算額

令和３年度
予算額

増減 備考

3,022,955 3,530,000 △ 507,045

県協議会事務費 3,022,955 3,530,000 △ 507,045

国庫返還金 346,447 300,000 46,447

令和２年度
経営所得安定対策推進事業の額
の確定に伴う返還金

346,447 300,000 46,447

3,369,402 3,830,000 △ 460,598

令和３年度　一般会計収支決算書 （案）

補助金

（単位：円）

科目

合　　計

自　令和３年４月 １日
至　令和４年３月 31日

経営所得安定対策推進事業補助金

合　　計

（単位：円）

科目



　　(担い手・農地部会　一般会計）

　　　　自 令和3年4月 1日

　　　　至 令和4年3月31日

収入総額 円

支出総額 円

差引残額 円

１　収入の部 （単位：円）

款 項 目

 １．補助金 13,266,016 18,845,000 △ 5,578,984

12,563,692 17,885,000 △ 5,321,308

1.担い手育成対策
事業補助金 8,885,000 8,885,000 0

地域営農基盤強化総合対策事業
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(県費補助金)

2.農業経営者総合
ｻﾎﾟｰﾄ事業補助金 3,678,692 9,000,000 △ 5,321,308

地域営農基盤強化総合対策事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(国庫補助金)

2 NAGANO農業
女子ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ
支援事業

1.農業女子経営力
アップ支援事業
補助金

702,324 960,000 △ 257,676
NAGANO農業女子ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ支援事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(県費補助金)

２．委託金 429,772 636,000 △ 206,228

1.経営所得安
定対策費

1.積立金管理事務
委託費 429,772 636,000 △ 206,228

収入減少影響緩和交付金管理事務費
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(国庫委託費）

13,695,788 19,481,000 △ 5,785,212

２　支出の部

款 項 目

13,266,016 18,845,000 △ 5,578,984

1.担い手育成支援
事業費 8,885,000 8,885,000 0

(1) 研修会の開催
  （農副連携推進研修会、集落営農経営発展支援研修会、
    農業経営管理能力向上セミナー、農地利用の最適化推進研修会）
(2) 担い手情報誌、構造政策推進資料発行
(3) 人件費　ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (県補助事業）

2.農業経営者総合
ｻﾎﾟｰﾄ事業費 3,678,692 9,000,000 △ 5,321,308

(1) 農業経営相談所の設置・運営
  （経営戦略会議の開催、専門家派遣、経営相談会等の開催　ほか）
(2) 農業経営法人化等支援補助金
  （法人化１組織 @250千円）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(国補助事業）

2. NAGANO農業
女子ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ
支援事業

1.農業女子経営力
アップ支援事業費 702,324 960,000 △ 257,676

(1) 農業女子経営力アップﾟ支援事業補助金
　(12グループ：マルシェ出店・勉強会開催等)
(2) 事務費
  (振込手数料　ほか)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　(県補助事業)
2．経営所得安定
対策事業費

1.資金管理費 1.資金管理事務費 429,772 636,000 △ 206,228
収入減少影響緩和交付金管理事務費
  (振込手数料　ほか)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   (国委託事業）

13,695,788 19,481,000 △ 5,785,212

科　　　　　　　　目 令和３年度
決  算  額

令和３年度
予  算  額

増　減 説　　　　　明

協議事項　２

　令和3年度　一般会計収支決算書（案）　

13,695,788

13,695,788
0

説　　　　　明

１．担い手・農地
対策事業費

1.地域営農基
盤強化総合対
策事業

合　　　　　　　　計

1.地域営農基
盤強化総合対
策事業

合　　　　　　　　計

科　　　　　　　　目 令和３年度
決  算  額

令和３年度
予  算  額

増　減



(水田リノベーション事業　特別会計)

収入総額 円
支出総額 円

差引残額 円（令和４年度へ繰越）

１　収入の部                 　（単位：円）

令和３年度
決算額

令和３年度
予算額

増減 備考

58,938,880 595,166,000 △ 536,227,120

0 0 0

58,938,880 595,166,000 △ 536,227,120

２　支出の部 （単位：円）

令和３年度
決算額

令和３年度
予算額

増減 備考

58,671,530 595,016,000 △ 536,344,470

150,000 150,000 0

0 0 0

58,821,530 595,166,000 △ 536,344,470

自　令和３年４月 １日

至　令和４年３月 31日

科目

水田リノベーション事業に係る
補助金

県　事　務　費

補助金返還

合　　計

農林水産物・食品輸出促進対策事業
費補助金（水田リノベーション事業）

前年度繰越金

合　　計

令和３年度　特別会計収支決算書　(案）

58,938,880

58,821,530

117,350

科目




